
 

尊い命を生かす 

副校長  伊藤 雅一   

 

令和２年になりひと月が過ぎようとしていますが、健やかにお過ごしでしょうか。１１月末から

１２月にかけて猛威を振るったインフルエンザが、新年になってからは流行せずに落ち着いていま

した。しかし、第二波という形でまた１月下旬から感染が拡大しつつあり、区内の小学校からは続々

と学級閉鎖の連絡が届いております。「手洗いする・うがいをする・マスクを着用する・部屋の湿度

を保つ・バランスよく栄養を摂る・十分な睡眠をとる」等を徹底していただき、インフルエンザは

もちろん、胃腸炎等の予防に努めていただきたいと思います。 

以前、月曜朝会で「誕生日」について話をしたことがあります。そのときに、子供たちに話した

のは、誕生日は「産まれた日」ではなく、「産んでもらった日」と呼ぶようにしているという内容で

す。自分の力で産まれてきたわけではなく、産んでもらったからこの世に誕生したという旨を話し

ました。そして、自分の誕生日が来たら、家の人に「今日は産んでもらった日だね。」と言ってみて

くださいと伝えました。実は、この話をしたのには、自分自身が感じているある思いがあるのです。 

結婚して２３年目になりますが、私にはまだ子供がいません。よく「お子さんは・・・？」と聞

かれたことがありましたが、その度に、どうして我が家には子供が産まれないのかと悩んだことも

あります。しかし、しばらくして考え方が変わりました。なかなか子供が産まれないことで行き着

いたのは、「命が産まれることは簡単なことではない。」という思いでした。 

結婚したら子供ができると当然のように思っていましたが、そうではないのです。人間の命は数

億分の一という確率で誕生するという当たり前ではない、奇跡的な出来事だと気が付きました。そ

して、この世に産まれてきた自分自身が尊い存在であり、とても有難いことだと思うようになった

のです。それからは、そのような奇跡で産まれてきた命だからこそ、自分には何かしなければいけ

ないこと、生きていくことに使命があるはずだと考えるようになりました。教員として仕事を始め、

現在、副校長という責任のある役割を担っている自分にとっては、子供たちのこれからの未来に向

けて、一人一人が思考力・判断力・表現力・行動力・生活力等を身に付けて巣立っていけるように

することが一番の使命であると考えています。 

子供たちには、今、生きていること、この世に存在していることが素晴らしいし、価値があるこ

となので、ひとときも無駄にしてほしくありません。勉強することも、遊ぶことも、習い事をする

ことなども全て、時間を大切にして過ごしてほしいと願っています。そして、誕生日には、産んで

もらったことを絶対に忘れないために「産んでもらってありがとう」と毎年伝えてほしいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年１月３１日 

墨田区立小梅小学校 

校長  荒井 令子 

教育目標  ○思いやりのある子  ○深く考える子 ○たくましい子 

明日、２月１日（土）の３校時（１０時３０分～）に、「学校保健委員会」を開催いたします。

本年度は、東京都助産師会の方をお招きして、「命の誕生」や「命の大切さ」について学習しま

す。２年生も生活科の学習として取り組みます。場所は２階ランチルームです。この機会に是非、

参加くださると幸いです。御参加をおまちしております。 

産休中の池垣歩佳教諭が、令和元年１２月３１日に無事に男の子を出産いたしました。母子とも

に元気で、順調に成長しているそうです。ここに御報告いたします。 



２年生出前授業 「香りの粒を作ろう」          ２年生担任 金森 京子 

 １月１８日（土）に出前授業を行いました。今回は、理科実験グループ「ディレクトフォース」

のみなさんに、香りの粒の作り方を教えていただきました。粉のような粒の吸水性樹脂１mLに水

を 50mL入れて少し待つと、吸水性樹脂が膨らんで水がなくなる様子を見て「ゼリーみたいにな

った。水がなくなって堅くなった。」と不思議そうに実験に取り組んだり観察したりしていまし

た。その後に、先に水を入れておいた少し粒の大きな吸水性樹脂に色付けし、香りをつけて、い

い匂いの芳香剤を作りました。どの子も楽しそうな表情が見られ 

ました。 

 来年は、理科の学習が始まる２年生。「興味や疑問をもったこ 

とに自分から取り組み、たくさん学習して欲しい。」というディレ 

クトフォースのみなさんからのメッセージに目を輝かせていまし 

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月の生活目標  外で元気に遊ぼう 

生活指導部 菅野 拓郎 

 子供たちは、毎日休み時間に元気よく、仲良く校庭で遊んでいます。寒い日が多いですが、風

邪やインフルエンザに負けない体力をつけるためにも、どんどん外に出て遊んでほしいです。放

課後や休日なども積極的に外に出て体を動かすよう、御家庭でも子供たちへの声かけをお願いい

たします。 

 

 ６年生社会科見学                     ６年生担任 川村 準  

 １月２０日（月）、６年生は社会科見学へ行きました。行き先は、国会議事堂参議院と東京地

方検察庁です。国会議事堂参議院では特別体験プログラムという、国会議員や大臣という役目を

通して、委員会運営や法案成立の模擬体験をしました。代表の児童は堂々と自分の役目を果たし

ました。法案成立の可否を決める際、ボタンを押して自分の意思を決めるなど、本物さながらの

体験に、児童は集中して取り組んでいました。その後、近くの憲政記念館を見学しました。伊藤

博文の書など、多くの資料がありました。東京地方検察庁では、検察の仕組みを学ばせてもらい

ました。また、模擬取調室では、実際に検事が取り調べを行う際の部屋を再現した部屋を見せて

いただきました。手錠やカメラなどがあり、児童は興味津々で見学しました。 

 どちらも貴重な体験になったと思います。今後の学習に役立てていきます。 

１月の避難訓練                 生活指導部 菅野 拓郎 

めあて【地震発生とそれに伴う津波発生時に適切な避難行動がとれるようにする】  

 津波警報の発令を想定し、全校児童と言問幼稚園の年長児が４階に避難しました。 

１． 教室側の通路は、先生の通る道                           

２． 万が一被災した場合は今日の訓練を役立て、学校に 

避難してきた地域の方々のお手伝いをしよう。 

以上２点の確認をしました。 
 

 


